
橋梁修繕（油戸橋）数量総括表 №　１

種　　　　　　　　別 数　　　量 摘　　　　要

材　　質 規　　　　格 計算値 設計値

橋梁補修工

床版補修工

既設撤去工

舗装版切断工 深さ８㎝ m 45.95 45

舗装版破砕 バックホウ直接掘削・積込、厚８㎝ ㎡ 232.5 232

ダンプトラック運搬 １０ｔ積 アスファルト塊 ㎥ 18.6 18

構造物とりこわし工 人力施工 鉄筋コンクリート 〃 0.6 0.6 伸縮設置歩掛に含む

コンクリート殻運搬 ダンプトラック２ｔ積 〃 0.6 0.6

伸縮装置工

伸縮継手装置設置工 市場単価 m 7.5 7.5

後打（早強）コンクリートσｃｋ＝24N/㎜2 ㎥ 0.68 0.68 伸縮設置歩掛に含む

現場発生品運搬 廃材処分工 回 1 1

処分費等

処分費 Aｓ塊処分 ｔ 42.8 42

処分費 Ｃon塊（無筋） 〃 22.8 22

処分費 既設伸縮装置 〃 0.2 0.2

床版打替工

ｗＪ．床版はつり工 ｔ＝５㎝ 上面打替部 ㎡ 232.5 232

排水処理工 1㎡/8ｈ ㎡ 232.5 232

排水回収工 25㎡/日 日 10 10

はつり面清掃工 ㎡ 232.5 232

床版コンクリート σｃｋ＝24N/㎜2 早強コンクリート ㎥ 24.14 24.14 割増含む

鉄筋 SD345 D16 ｔ 1.230 1.230

鉄筋金網 D13×100×100 19.9㎏/㎡ ㎡ 232.5 232

支保工 耐力40ｋN/㎡以下 パイプサポート支保 空㎥ 360.5 360

鉄筋錆止め ミスコート 橋梁塗装工 ㎡ 141.8 141

さびコート（材料費） ㎏ 20 20

床版下面補修工 （補修面積） ㎡ 225.60

樹脂導入路設置工 m 745.2 745

超高圧ケレン工 ㎡ 225.6 225

網鉄筋取付工 〃 225.6 225

テーパー付T型アンカー 本 2,940 2,940

樹脂注入器具設置工 〃 612 612

FMプライマー塗布工 ㎡ 225.6 225

ホゼン材中塗（吹付）工 〃 225.6 225

超低粘度樹脂注入 エポキシ BOメジコン 〃 225.6 225

ホゼンコート材塗布工 〃 225.6 225

橋面防水工

下地処理工 防水層 ㎡ 238.3 238 31.0×（7.5＋0.1）＝

プライマー工 　　〃 ㎡ 238.3 238

防水工 ウレタン系 ㎡ 238.3 238

舗装接着材工 ㎡ 238.3 238

単位工　　　　　種
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橋梁修繕（油戸橋）数量総括表 №　２

種　　　　　　　　別 数　　　量 摘　　　　要

材　　質 規　　　　格 計算値 設計値

導水パイプ m 69.4 69.4

成形目地材 20×5㎜ 〃 69.4 69.4

スラブドレーン 削孔 箇所 6 6

フレキシブルチューブ φ２０ 本 6 6

充填材 エポキシ樹脂 セット 0.7 0.7

舗装工

表層工 改良Ⅱ型密粒度20F ｔ＝５㎝ ㎡ 232.1 232

区画線設置工

外側線 実線　ペイント式 W＝15㎝ m 63.5 63

センターライン 実線　ペイント式 W＝30㎝ 〃 15.9 15

ドットライン 破線　ペイント式 W＝15㎝ 〃 31.7 31

仮設工

足場工 ㎡ 277.9 277

朝顔 両側 〃 171.9 171

板張防護工 両側朝顔 〃 277.9 277

シート張防護工 　　〃 〃 449.8 449

仮設ガードレール 賃貸料金 ミニガードシステム m 40 40

　　　　　〃 整備費 　　　　　〃 〃 40 40

寒中養生工

特殊養生 小型構造物 ジェットヒーター ㎥ 1.81 1.81

運搬費

仮設材の運搬 運搬距離１２㎞ 往復 ｔ 4.5 4.5 0.57×8＝

仮設材積込・取卸し費 　〃 ｔ 4.5 4.5

技術管理費

床版構造計算 耐荷力照査 式 1 1

載荷試験 ひずみ測定 回 3 3

　　〃　　　解析業務 式 1 1

安全費

交通誘導員B 人 123 123

工　　　　　種 単位
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工 種 種 別 、 施 工 名 称 規 格 単位 内 訳 数 量

床版補修工

　既設撤去工

舗装版切断工 切断深さ８㎝ m 7.5×2＋30.95＝ 45.95

舗装版破砕（バックホウ直接掘削・積込） 舗装厚さ８㎝ ㎡ 7.50 × （31.65＋0.05－（0.6＋0.8）/2）＝ 232.5

廃材運搬工 ダンプトラック運搬（１０ｔ積） ㎥ 232.5×0.08＝ 18.6

構造物取壊し工 人力施工（鉄筋） ㎥ 0.275×0.15×2×7.5＝ 0.6

構造物取壊し殻運搬 ダンプトラック運搬（２ｔ積） ㎥ 0.6

　伸縮装置工

伸縮装置撤去・設置工 m 7.5
人力打設

後打コンクリート 早強コンクリート ㎥ 0.30×0.15×2×7.5＝ 0.68

既設伸縮装置運搬費 ２ｔ積 回 1

　処分工

廃材処分工 Aｓ塊処分 ｔ 18.6×2.30＝ 42.8

廃材処理工 無筋コンクリート ｔ （0.6＋9.1）×2.35＝ 22.8

　 既設伸縮装置処理工 ｔ 7.5/1.8×52.0/1000＝ 0.2

床版補修（既設撤去・伸縮装置）計算書
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　橋梁修繕（油戸橋）平面図　

施工延長　Ｌ＝31,650m

鋼製伸縮装置（取替）

松本側 中空床版橋 三才山側

Ｐ1（Mov） Ｐ1（Ｆix） A2（Mov）

31,650

舗装取壊面積 A = 7.50 × （31.65＋0.05－（0.6＋0.8）/2） ＝ 232.5㎡

橋面舗装面積 A = 7.50 × 30.95 ＝ 232.1㎡
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　油戸橋（現況）伸縮構造図　

伸縮継手（補修）施工幅　Ｗ＝７００
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　油戸橋伸縮装置設計：補修（簡易式使用）　

・設計条件

　橋　種 　鉄筋コンクリート橋（中空床版橋）

　伸縮桁長、幅員 L＝16.2m W=7.5m

　桁（床版）標準遊間 50㎜

１） 常時伸縮量の計算

P１橋脚 ： ① 温度変化　：　0.50 Ｌ ＝ 0.50 × 16.2 ＝ 8.1　㎜ （寒冷な地域：-20°Ｃ～＋40°Ｃ）

② 乾燥収縮　：　0.20Lβ＝0.20×16.2×0. 0.3　㎜

③ クリープ　：　鉄筋コンクリート橋なので 0.0　㎜

　したがって、P１橋脚の基本伸縮量 ＝ ①＋②＋③＝ 8.4　㎜

余裕量 ＝ 基本伸縮量×20%、ただし、最小10㎜より

　P1橋脚の余裕量 ＝ 8.4 × 0.2 ＝ 1.7　㎜ 　→　最小10㎜

∴　 P１橋脚の設計伸縮量 ＝ 基本伸縮量＋余裕量 ＝ 8.4　㎜ ＋ 10　㎜ ＝ 19　㎜

２） 伸縮装置の選定

P１橋脚：許容伸縮量19㎜以上、遊間50㎜以上の伸縮装置を選定する。
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床版打替工計算書 №　１　

工　　種 材質 種別 単位 数　量 備　考

床版打替工

　W．J．床版はつり工 上面打替部 ｔ＝５㎝ ㎡ 232.5 31.0×7.5＝

　　〃　排水処理工 1㎡/8h 〃 232.5

　　〃　排水回収工 25㎡/日 日 10 232.5/25＝

　はつり面清掃工 ㎡ 232.5

　床版コンクリート体積 σck＝24Ｎ/ｍｍ2 早強コンクリート 〃 24.14

　鉄筋質量 ＳＤ３４５ Ｄ１６ ｋｇ 1,230 既設鉄筋補強用

　鉄筋金網 D13×100×100 19.9㎏/㎡ ㎡ 232.5

　型枠支保工 耐力４０ｋN/㎡以下 空㎥ 360.5 6.7×31.65×1.7＝

　鉄筋錆止め ミスコート ㎡ 141.8

　さびコート（材料費） ㎏ 20

橋面防水工

　防水工面積 シート系 ㎡ 238.3

導水パイプ スプリングメッシュ φ１８ ｍ 69 4
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　導水パイプ スプリングメッシュ φ１８ ｍ 69.4

　成形目地材 〃 69.4

　スラブドレーン 箇所 6

　フレキシブルチューブ φ２０ 本 6

　ドレーン回り充填材 エポキシ樹脂 セット 0.7 2セット/17箇所×6箇所＝

舗装工

　舗装面積 アスファルト ｔ＝５０ ㎡ 232.1

区画線設置工

　外側線 実線　ペイント式 ｗ＝１５㎝ ｍ 63.5 ３1.75×2＝

　センターライン 実線　ペイント式 ｗ＝３０㎝ 〃 15.9 31.75×1/2＝

　ドットライン 実線　ペイント式 ｗ＝１５㎝ 〃 31.7 31.75×2×1/2＝

―　7　―



床版打替工計算書 №　２　

仮設工

　足場工 主体足場 吊り足場 ㎡ 277.9 9.70×28.65＝

　朝顔 両側 〃 171.9 3.00×2×28.65＝

　板張防護工 両側朝顔 〃 277.9 9.70×28.65＝

　シート張防護工 〃 449.8 277.9+171.9＝

寒中養生工

　特殊養生 小型構造物 ジェットヒーター ㎥ 1.81 223.56×0.018×0.45（養生率）＝
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　　　　　床版下面補修計算書 №　１
種　　別：床版下面増厚工
ブロック：床版補修工
区　　分：P1～A2区間

細別／規格 算　　　式　／　　図

注入材導入路設置 床版（形状寸法）

カッター工 延長　　（桁間）Ls1=31.000m　　（張出部）Ls2=31.650m
（深さ5～8mm）

幅員　　（桁間）   Bs1=（3.35＋3.35）－0.30×2＝7.200m
 〃　　 （張出部） Bs2=（0.70＋0.70）－0.30　 ＝1.100m

ｎ＝2＋10＋10＋2＝24行

ΣL1=31.050×24(ｎ行) =745.20　m 745.2 m
下地処理

超高圧水洗ｹﾚﾝ A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62　m2 225.6 ㎡
網鉄筋取付工

網鉄筋 A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
（D6×75mm×75mm） A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62　m2 225.6 ㎡
アンカー打設 （1列当たり本数）

n1=31.050／0.300＋1=105 本／列

ﾃｰﾊﾟ付T型 N1=105×11(列)×2=2,310　本
(φ8×60mm) N2=105× 3(列)×2=  630　本

ΣN=2,310＋630 =2,940　本 2,940 本
樹脂注入器具打設 （1列当たり本数）

n1=31.000／0.600=51本／列

ﾃｰﾊﾟ付T型 N1=51×5(列)×2=510　本
(φ8×60mm) N1=51×1(列)×2=102　本

ΣN=510＋102 = 612　本 612 本
防錆材塗布

ﾌﾟﾗｲﾏｰ A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62　m2 225.6 ㎡
耐蝕性ﾗｲﾆﾝｸﾞ材増厚 　1面当たり面積

ライニング材 A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
t=18mm A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62 m2 225.6 ㎡

数 　量
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　　　　　床版下面補修計算書 №　２
種　　別：床版下面増厚工
ブロック：床版補強
区　　分：P1～A2区間

細別／規格 算　　　式　／　　図

ひび割れ注入

超低粘度ｴﾎﾟｷｼ樹脂 A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62　m2 225.6 ㎡
表面仕上げ

耐蝕性ﾗｲﾆﾝｸﾞ材塗布 A1=3.075×31.025×2 = 190.80 m2
(ｺｰﾄ材) A2=0.550×31.650×2 =  34.82 m2

ΣA=190.80＋34.82 = 225.62　m2 225.6 ㎡

数 　量
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床版打替数量計算

１．施工面積

（１）上面打替部

Ａ ＝ 7.5 × 31.000 ＝ 232.5 ｍ2

２．打替数量

（１）コンクリート体積（早強コンクリート σck＝24Ｎ/ｍｍ2）

割増率 幅（ｍ）

（％）

上面打替 0.08 30 7.5 30.95 1 24.14

（２）鉄筋質量

既設鉄筋量の30％を補強する。補強鉄筋径はD16とする。

上側既設鉄筋の単位面積当たりの長さ

橋軸方向鉄筋（Ｄ１９）のピッチ 125 ｍｍ

橋軸直角方向鉄筋（Ｄ１９）のピッチ 300 〃 鉄筋錆止め面積A

Ｌ1 ＝ 1,000 / 125 × 1 ＝ 8.0 ｍ 0.019×π×8.0＝0.48

Ｌ2 1,000 / 300 × 1 ＝ 3.3 〃 0.013×π×3.3＝0.13

11.3 〃 　　＝0.61㎡

A = 232.5×0.61＝ 141.8 ㎡

さびコート（材料費）＝２０㎏

補強鉄筋質量（ＳＤ３４５）

Ｗ ＝ 11.3 × 0.3 × 232.5 × 1.56

＝ 1,230 ｋｇ

体積
（ｍ3）

数量
長さ
（ｍ）

厚さ1
（ｍ）
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１．舗装打替

（１）橋面舗装（ｔ＝５０ｍｍ）

Ｗ ＝ 7.5 ｍ

Ｌ ＝ 30.95 ｍ

Ａ ＝ 7.5 × 30.95 ＝ 232.1 ｍ2

（２）旧舗装撤去

Ａ ＝ 232.5 ｍ2

（３）カッター長さ（横断・センターライン）

Ｌ ＝ 7.5×2＋30.95＝45.98ｍ

２．橋面防水

（１）防水工面積（ウレタン系塗布）

Ａ ＝ 7.7 × 30.95 ＝ 238.3 ｍ2

（２）スラブドレーン

Ｎ ＝ 3 × 2 ＝ 6 箇所

（３）導水パイプ（スプリングメッシュ φ１８）

１カ所当たり（ｍ）箇所数 長さ（ｍ）

橋軸方向 30.95 2 61.90

伸縮継手部 7.5 1 7.5

Σ 69.4 ｍ

（４）フレキシブルチューブ（φ２０）

１カ所当たり（ｍ）箇所数 長さ（ｍ）

端部 3.7 2 ＝ 7.4

中間部 2.1 4 ＝ 8.4

Σ 15.8

（５）スラブドレーン用削孔（φ５０）

Ｌ ＝ 0.220 × 6 ＝ 1.32 ｍ

（６）スラブドレーン回り充填材（エポキシ樹脂）

Ｗ ＝ π/４（Ｄ
2
－ｄ
2
）Ｌ・ｇ・ｎ

ここに、 Ｄ ： 削孔径（ｍ）

ｄ ： スラブドレーン径（ｍ）

Ｌ ： 削孔長（ｍ）

ｇ ： 充填材の単位体積質量（ｔ/ｍ3）

ｎ ： 削孔本数

Ｄ（ｍ） ｄ（ｍ） Ｌ（ｍ） ｇ（ｔ/ｍ3） ｎ Ｗ（ｋｇ）

0.05 0.04 0.220 1.20 6 1.10

（７）成形目地材（幅２０ｍｍ×厚さ５ｍｍ）

Ｌ ＝ 69.4 ｍ
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